




































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































2 ． 9 カテゴリーと実習目標を照らし合わせた
結果、実習目標を充足しており、地域包括支
援センターでの実習の意義は大きく、今後も
継続する必要性を確認できた。
3 ．今後の課題として、実習オリエンテーショ
ンにおける視聴覚教材の導入、地域在宅看護
学実習の目標における表記の見直し、看護教
員の意識改革と新実習科目の設置において検
討する必要が示唆された。
Ⅶ．本研究の限界
本研究の限界は、学生の記録に記述されたも
のだけで分析したことにある。実習カンファレ
ンスにおいて語られた学びや実習記録の紙面の
都合上書ききれなかった学びを確認することは
できない。また、教員や実習指導者のかかわり
についてデータ化していないため、一側面での
分析に留まっている。今後は、プロセス評価も
含め、さらなる研究が求められている。
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